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のご利⽤料⾦

※各種割引制度もございます。詳しくは弊社窓⼝までお問い合わせください。
ケアマネジャー様1⼈につき1アカウント⽉額 6,000円 (税抜)

ケアプラン作成業務を⽀援する
新しいクラウドシステム



項⽬選択分析

ChatGPTの回答

課題分析アセスメント

⽀援内容ワンポイント

      は⼈とAIの融合により、
   ⾃⽴⽀援を⽬指すケアマネジメントに変⾰をもたらします

◎
ができること

状態分析では、ご利用者の【状態の悪化を防止したい項目】【疾患別ケア】を選択すると、
アセスメントで確認すべき項目と具体的な支援内容をSOINが提案します。
さらに、AIが選んだ項目に関する分析も表示します。
ChatGPTは、【状態の悪化を防止したい項目】に対する回答を表示します。
アセスメントの抜け漏れ防止や、課題分析の際にもお役立ていただけます。

アセスメントのポイントや⽀援内容を提案①

ご利用者の状態に合わせた支援内容を提案する
と共に、特にポイントとなる項目をわかりやす
くお知らせします。

ご利用者の状態に合わせた支援内容を提案する
と共に、特にポイントとなる項目をわかりやす
くお知らせします。

ご利用者の状態に合わせた支援内容を提案する
と共に、特にポイントとなる項目をわかりやす
くお知らせします。

状態の悪化防止を図りたい項目を一つ選択し、
該当する疾患がある場合はいずれかを選択して
「分析」ボタンを押下する。



疾患別ケアに関する分析

基本ケアに関する分析

該当項⽬を選択

基本ケア/疾患別ケア分析では、「適切なケアマネジメント⼿法の策定、普及推進（以
下、適ケア）」をもとに【基本ケア】【疾患別ケア】【不安がある項⽬】を選択する
と、各項⽬で選んだ内容に対応する分析を表⽰します。

◎アセスメントのポイントや⽀援内容を提案②

基本ケアの⼤項⽬５つの中から
⼀つを選択すると、関連する中
項⽬が表⽰されます。
さらにそれらを選択すると、そ
れぞれ具体的な⽀援内容が整理
して表⽰されます。

疾患に関するアセスメントで
は、要介護認定の原因疾患とし
て多い５つの疾患に対するアセ
スメントを表⽰します。

基本ケア
疾患別ケア
不安がある項⽬



AIがこれまでに学習した膨⼤な過去のデータをもとに、以下2つのプランを提案。
▶改善志向プラン(状態改善の可能性が⾼いプラン)
▶状態が最も近い⽅のプラン
ご⾃⾝でサービスの追加や削除、実施回数を変更することも可能です。
さらに、「多く利⽤されているサービス」も表⽰します。

状態の改善が期待できるサービスプランの提案◎

◎ メモ機能
ケアプラン作成画⾯内の「基本‧⽣活」、「⾝体‧精神」、「分析」カテゴリ内の⼤項⽬毎に
メモを記⼊できる機能です。⼊⼒したメモをケアプラン閲覧/編集時及び、印刷時に表⽰する
事が可能です。また、課題整理総括表作成画⾯の備考欄へ反映されます。
メモ表⽰領域の背景⾊を「⻩」「⾚」「緑」の３⾊からから選択できるので、⼊⼒したメモに
対する重み付け（優先度）や、カテゴリ分け等を運⽤シーンに合わせて活⽤可能です。

【「メモ記⼊」ボタンを押下すると表⽰されるメモ⼊⼒ウインドウ】

【メモを記⼊後、設定された背景⾊で対象となる⼤項⽬内に表⽰】 



OINが提案したプランや、ご⾃⾝で⼊⼒したサービスプランを利⽤し
た際の

「約1年後のご利⽤者の要介護度‧ADL‧IADL‧認知症状等」を予測
します。

要介護度の予測は数値で、状態の予測は棒グラフで表⽰します。

ご利⽤者の約1年後の要介護度‧状態を予測◎
SOINが提案したプランや、ご⾃⾝で⼊⼒したサービスプランを利⽤した際の
「約1年後のご利⽤者の要介護度‧ADL‧IADL‧認知症状等」を予測します。
要介護度の予測は数値で、状態の予測は棒グラフで表⽰します。
各状態の項⽬と利⽤者の⽣活を関連付けて、ケアマネジメント‧居宅サービス計画書の
作成にお役⽴てください。

約1年後の状態予測の⽐較が可能◎
SOINが提案したプランやご⾃⾝で作成したプランなど、最⼤3案まで将来の状態予測の⽐較が
できます。下の図のように改善と維持の確率を合計した値をレーダーチャートで表⽰します。



SOIN�AI�Chatの回答

①ご利⽤者の個別状況に応じた相談⽀援

SOIN AIはご利⽤者の基本情報と状態情報を分析し、状態予測や推奨サービスをレコメンドし

ます。これらのデータをもとに、ChatGPTはご利⽤者の個別的なアドバイスや解決策を提供し

ます。チャット形式のため、ケアマネジャー様が必要に応じて繰り返し質問や相談を⾏うこと

ができ、より効果的なケアマネジメントができます。

②ケアマネジメント全般業務に関する⽀援 

ご利⽤者の個別的な情報は加味させず、ChatGPTを利⽤できます。

例えば、記録や申し送り等の⽂章の作成やチェック、⽇常業務の管理など、ケアマネジメント

業務全般にわたる幅広い質問や相談に対応します。

SOIN AI Chat機能
「SOIN AI Chat」は、最先端のAI技術を活⽤して、ご利⽤者⼀⼈ひとりの個別状況を考慮した
上で、ケアマネジャー様の相談相⼿となる機能です。2種類のチャットタイプがあります。

◎



導⼊のメリット

SOIN
⼊⼒項⽬
反映

SOIN
⼊⼒項⽬
反映

AI結果
反映

AI結果
反映

課題整理総括表作成機能
慣れ親しんだ帳票内の項⽬に直接⼊⼒し、完成イメージを確認しながらの作業が可能です。 
SOINへ⼊⼒したご利⽤者の情報と、AIによる分析‧状態予測の情報を⾃動的に「課題整理総
括表」に転記します。
ケアマネジャー様は、この提供された情報を元に課題整理総括表の編集‧作成が可能となり、
より迅速に、かつ⾼品質な「課題整理総括表」の作成が可能となります。

利⽤者様やご家族の
理解度‧納得度の向上

ケアプランの質の向上
SOINが提案するサービスプランと、ケアマネジャー様ご⾃⾝で⽴案されたケアプランを⽐較
し、改善することが可能。また、これまで個⼈の経験‧知識の差によってばらつきが⽣じて
いたケアプランの質を、⼀定以上の⽔準に担保できます。

ケアプランを実⾏した際の状態の予測などが視覚的に⽰されるので、ご利⽤者‧ご家族も今
後の課題や⽬標を的確に把握。また、過去のデータという客観的根拠をもとに提案できるの
で、ケアプランに対するご利⽤者‧ご家族の納得度も向上するでしょう。

新⼈のサポーターや
アドバイザーに

簡単な項⽬を⼊⼒するだけで状態改善の可能性が⾼いサービスプランが提案されるので、
新⼈のケアマネジャー様でも⼀定の質を保ったケアプランを作成できるようになります。

作成したケアプランに対して「なぜ」「どうして」と根拠を問われることがあると思いま
す。そんな時に客観的なデータを元にしたケアプランを提案することができるだけでなく、
具体的な数値やグラフを使って説明することができます。

ケアプランの根拠を説明する材料にすることで、明確な⽬標を共有することができます。
ご利⽤者の状態の予測を活⽤し、サービス提供の⾒通しを⽴てることができます。担当者会議で活⽤

提案の根拠として提⽰

◎



の活⽤事例

[状態の予測]の悪化の可能性が
⾼い項⽬に着⽬し、⾃分のケア
プランを分析。

Case.01

SOINから提案された具体的な
数字やグラフを⾒せることで
説得⼒がアップ。

▶ご利⽤者は要介護2、90歳代の男性。
 腰椎圧迫⾻折し、うまく歩けず1⼈でトイレに
 ⾏くのが困難に。「⾃分1⼈で歩いてトイレに
 ⾏きたい」という⽬標に向け、ご家族‧ケア
 マネジャーがリハビリを提案するも拒否され
 てサービスに繋がらず。

▶⾔葉だけではなくデータで⽰すため、
 SOINにご利⽤者の状態を⼊⼒。
 改善の可能性などを数字やグラフで具体的に
 説明することで、リハビリの必要性を理解
 し、通うことを決意。

▶結果、リハビリに通うことで「1⼈でトイレに
 ⾏く」という⽬標を⾒事達成。

Case.02

▶ご利⽤者は要介護1、90歳代の⼥性。
 「⾃宅で最期まで⼀⼈で暮らしたい」という
 強い思いがあるが、両膝の痛みや⾎圧変動、
 ⾷物アレルギーなど様々な⾃⽴した⽇常⽣活
 の阻害要因があり、難しい状況。ただ、在宅
 継続が難しい⼀番の原因は分からない状態。

▶約1年後の状態を確認してみようと、
 SOINにご利⽤者の状態を⼊⼒。
 悪化の可能性が⾼い項⽬に[座位保持][⽖切り]
 [ズボン等の着脱][排尿][排便]が表⽰された。

▶両膝の痛み発症時にADLが低下することに
 気づき、リハビリで膝周り筋⼒強化などの
 対策を実施。在宅限界と判断されていたが、
 今でも在宅継続中。

 介護認定調査の項⽬に準じた『基本⽣活情報』と『⾝体精神情報』の74項⽬(選択式)、
『状態の悪化を防⽌したい項⽬』にご利⽤者の現在の状態を⼊⼒することで、
 膨⼤かつ精緻なデータからプランを提⽰します。

への⼊⼒項⽬


